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本誌では、総務省が発表した調査結果に関する様々なデータや最新のトピックスなどを紹介していきます。

データ・
アーカイブ
平成25年 科学技術研究
調査結果より

● 

我が国の科学技術研究費の総額は、17兆3246億円
　平成26年（2014年）10月7日、日本人研究者３人が青色発光ダイオードの開発により、
ノーベル物理学賞を受賞しました。このような研究活動で使用した我が国の科学技術研
究費（2012年度（平成24年度））は、17兆3246億円となっています。 

総務省統計局では、我が国における科学技術に関する研究活動の状態を調査し、科学技術振興に必要な基礎資料を得ることを
目的として、科学技術研究調査を毎年実施しています。 

データから見る

POINT 1
研究費は次代の
革新を創造する

　

２
０
１
２
年
度
の
我
が
国
の
科

学
技
術
研
究
費（
以
下「
研
究
費
」

と
い
う
。）は
、17
兆
３
，２
４
６
億

円
で
、青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の

開
発
に
大
学
で
初
め
て
成
功
し
た

１
９
８
９
年
度
と
比
べ
る
と
約
１
．５

倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。青
色
発
光
ダ

イ
オ
ー
ド
は
産
学
連
携
に
よ
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
良
い
例
で
す
。

研究費の動向

［2012年度］
17兆3246億円

企業
12兆1705億円
70.2%

大学等
3兆5624億円
20.6％

非営利団体・
公的機関

1兆5917億円
9.2％
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データから見る

POINT 2
国の原動力である
研究費の重要性

　

我
が
国
は
諸
外
国
に
比
べ
企

業
で
の
研
究
費
の
割
合
が
高
い

傾
向
に
あ
り
、企
業
の
研
究
費
が

12
兆
１
，７
０
５
億
円
と
研
究
費

全
体
の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
高
い
企
業
の
研
究

費
比
率
は
、科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
と
っ
て
、ま
た
経
済
再
生

の
原
動
力
、将
来
の
持
続
的
発
展
、

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
社
会
で
の
優
位

性
な
ど
の
観
点
か
ら
そ
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

研究費の研究主体別構成比

［2012年度］
17兆3246億円

企業
12兆1705億円
70.2%

大学等
3兆5624億円
20.6％

非営利団体・
公的機関

1兆5917億円
9.2％
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データから見る

POINT 3
研究費は未来を築く
大きな財産

　

我
が
国
は
諸
外
国
と
比
べ
る

と
、Ｇ
８
※
で
は
研
究
費
は
ア
メ
リ

カ
に
次
ぐ
第
２
位
、国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）に
対
す
る
研
究
費
の
比

率
は
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

未
来
創
造
に
向
け
た
懸
け
橋
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

※G
roup of Eight 

（
日
本
／
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
／
イ
ギ
リ
ス
／
フ
ラ
ン
ス
／
ド
イ
ツ
／

イ
タ
リ
ア
／
カ
ナ
ダ
／
ロ
シ
ア
）

G8における研究費と対GDP比率

国　名 研究費（億ドル） 対GDP比率（％） 年　度
日本 1636 3.67 2012

カナダ 248 1.69 2012
フランス 554 2.29 2012
ドイツ 1022 2.98 2012

イタリア 263 1.27 2012
ロシア 379 1.12 2012

イギリス 391 1.73 2012
アメリカ合衆国 4535 2.79 2012

資料：日本以外は、OECD「Main Science and Technology Indicators」
注１）OECD購買力平価による換算値　 注２）日本のGDPは名目値（2005年基準・確報）（内閣府）
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消
防
団
の
活
動

入
団
促
進
活
動
と
Ｑ
＆
Ａ

消
防
団
と
は
？

特集

消防団員として
活動して
みませんか？
消防団員は、日頃はそれぞれの仕事に就く社会人や学生であったりしますが、

ひとたび火災などの災害が起こると、消防団員として地域に根ざした活動を行います。

自分の家、自分の生まれ育ったまち、住み慣れた地域を、自分たちで守り、

また火災や災害から地域の人々を守る。

そんな消防団員として、活動してみませんか？ 

消
防
団
っ
て

な
に
？

　
消
防
団
は
、「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で

守
る
」と
い
う
精
神
に
基
づ
き
、普
段
は

様
々
な
仕
事
に
就
い
て
い
る
地
域
住
民

が
、災
害
発
生
時
に
非
常
勤
特
別
職
の

地
方
公
務
員
と
し
て
災
害
に
対
応
す
る

組
織
で
す
。

　

消
防
本
部
・
消
防
署
に
勤
め
る
消
防

職
員
と
の
違
い
は
、消
防
職
員
が
専
門

の
職
業
で
あ
る
の
に
対
し
、消
防
団
員

は
各
自
の
仕
事
に
就
き
な
が
ら
、災
害

時
の
消
防・防
災
活
動
や
、平
常
時
の
訓

練
な
ど
に
従
事
し
ま
す
。

　

火
災
な
ど
の
災
害
活
動
、防
火
啓
発

な
ど
の
平
時
の
活
動
に
加
え
、東
日
本

大
震
災
や
昨
今
の
記
録
的
集
中
豪
雨
、

台
風
災
害
な
ど
の
大
規
模
災
害
時
に
も
、

住
民
の
避
難
誘
導
や
救
助
活
動
な
ど
に

献
身
的
に
従
事
さ
れ
て
お
り
、そ
の
活

動
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。消
防

団
は
、地
域
防
災
力
の
中
核
と
し
て
不

可
欠
な
存
在
と
い
え
ま
す
。

常備の消防機関

市町村長

消防本部 消防団

消防署

出張所 分団

非常備の消防機関連携

●市町村の消防事務を統轄する機
関（消防に係る企画立案、人事、
予算、庶務など）

●火災の予防や消火、救急、救助
など様々な消防防災活動の第一
線を担う機関

●火災の消火や救助、水防活動な
どを行う機関
●消防団員は、通常、各自の仕事
に就きながら、災害時の消防・
防災活動や平常時の予防・防災
活動に従事

消防団員
約86.4万人

消防職員
約16.1万人
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消
防
団
の

特
性

　
消
防
団
は
、「
地
域
密
着
性
」、「
要
員
動

員
力
」、「
即
時
対
応
力
」と
い
う
特
性
を

生
か
し
な
が
ら
、活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
密
着
性

　
消
防
団
員
は
管
轄
区
域
内
に
居

住
ま
た
は
勤
務
・
通
学
し
て
い
る

の
で
、地
域
の
事
情
に
精
通
し
、地

域
に
密
着
し
た
存
在
で
す
。

要
員
動
員
力

　
消
防
団
員
は
、消
防
職
員
数
の

約
５
．４
倍
の
人
数
が
い
ま
す
。

即
時
対
応
力

　

消
防
団
員
は
日
頃
か
ら
教
育

訓
練
に
よ
り
災
害
対
応
の
技
術
・

知
識
を
習
得
し
て
い
ま
す
。
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消
防
団
の
活
動

入
団
促
進
活
動
と
Ｑ
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消
防
団
と
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消防団員として活動してみませんか？

消
防
団
の
主
な
活
動

消
防
団
は
、地
域
で
起
こ
る
災
害
に
対
し
、

消
防
署
と
連
携
し
な
が
ら
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

災害時の主な活動

消火活動

　火災が発生すると、消防団員は現場
に駆けつけ、早期鎮火に努めます。大
規模災害の場合は近隣の消防団と連
携し、より効率の良い消火を行います。

救助活動

　地震や風水害などといった自然災害が発生
した場合は、地形や道路網、世帯状況などを
熟知した消防団員が、的確かつ迅速に救助・救
出を行います。

水防活動

　台風や集中豪雨などにより、河川の氾濫や
堤防の決壊が起きないよう、土のう積みなど
の水防活動を迅速に行い、地域の被害軽減に
努めます。

平常時の活動
　消防団は、災害時だけでなく、平常時に
も活動をしています。災害時に備えた訓
練、各家庭を訪問しての防火啓発活動、救
命講習会などを行っています。
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各種訓練
　災害時の活動に備え、定期的に訓練を行います。
放水訓練や救助訓練などを実施しています。

防火啓発活動

　地域を災害から守るために
は、住民の防火意識の向上が
不可欠です。このため、火災予
防や防災啓発などを積極的に
行っていきます。

救命講習会

　住民がいざというときに、疾
患やけがに素早く対応できる
よう、ＡＥＤの使い方をはじめと
した応急手当の普及・啓発を
実施しています。

住宅防火訪問

　各家庭を訪問し、防火啓発
を行っています。また、災害時
に支援が必要な方の把握に
努めています。

消
防
団
員
の
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す

減少が続く消防団員数
　地域防災の重要な存在となる消防団員は、過疎化や少子高齢化の進行、産業・就業構造の変化等
に伴い、年々減少し続けています。平成26年４月１日現在で約86万４千人となっており、10年前の
平成16年４月１日の約91万９千人に比べ、約5.6万人減少しています。消防団員の減少による地域
防災力の低下が懸念されており、消防団員の確保は喫緊の課題となっています。

被雇用者団員の比率が増加
　また、消防団に占める被雇用
者団員（サラリーマン団員）の
割合は、平成26年４月１日現在
で、10年前の69.8％に比べ2.4
ポイント増加し、72.2％となっ
ております。消防団員の被雇用
者の割合が高い水準で推移し
ていることから、事業所の消防
団活動への理解や協力が非常
に重要となっております。

■ 消防団員数・被雇用者比率

■ 女性消防団員数 ■ 学生消防団員数
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女性と学生の消防団員数は増加
　このような中、女性消防団員は年々増加しています。平成16年４月１日現在では13,148人でした
が、平成26年４月１日現在では21,684人で、10年で8,536人の増加となっております。住宅用火
災警報器の設置促進、一人暮らしの高齢社宅の防火訪問、住民に対する防災教育や応急手当の普
及指導などにおいては、特に女性消防団員の活躍が期待されています。
　また、まだ全体数は少ないながら、地域ボランティアを志し、学生消防団員として活動する方も増
えています。消防団員の一般的な活動（消火活動、広報活動など）のほか、若者の力がとても期待さ
れる大規模災害時の避難所支援や外国人の通訳、高齢者等への介護補助を学生消防団員が担う
消防団もあります。
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防
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▲ 平成25年度消防団員入団促進ポスター

▲成人式での消防団入団促進活動の様子

▲サッカー場での消防団入団促進活動の様子

▲商業施設での消防団ＰＲ活動の様子

▲学生消防団員による消防団ＰＲ活動の様子

消防団員として活動してみませんか？

消
防
団
入
団
促
進
へ
の
取
組

消
防
団
員
を
確
保
す
る
た
め
に
、

消
防
庁
と
地
方
公
共
団
体
は
協
力
し
な
が
ら
、

入
団
促
進
へ
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律

　消防団を中核とした地域防災力の充実強化を図り、住民の安全に資するため、「消防団を中核と
した地域防災力の充実強化に関する法律」が平成25年12月に成立しました。
　この法律では、消防団への加入促進や消防団員の処遇改善、装備の充実・強化などが規定され、
消防庁や地方公共団体では消防団の充実強化に向けて、より一層、各種施策に取り組んでいます。

　　　  消防団入団促進キャンペーン

　毎年３月末から４月にかけて、定年等による退団が多くなる傾向
にあります。このことから、消防庁では、地域防災力の向上を図るた
めに、退団時期前の１月から３月を「消防団員入団促進キャンペーン」
の期間として位置づけ、ポスター・リーフレット・雑誌広告等の活用
により、消防団員募集についての広報活動を全国的に展開するとと
もに、全国の消防機関でも様々な取組が行われております。

消防団協力事業所表示制度

　消防庁では、平成18年度から消防団活動に協力している事業所を顕
彰する「消防団協力事業所表示制度」を設け、市町村等における導入の
促進を図っています。特別の休暇制度を設け、勤務時間中の消防団活動
に配慮したり、従業員の入団を積極的に推進する等の協力は、地域の防
災体制の充実に資すると同時に、事業所が地域社会の構成員として防災
に貢献する取組であり、当該事業所の信頼の向上につながるものです。
　平成26年４月１日現在で、47都道府県の1,046市町村で本制度を導
入済であり、消防団協力事業所数は10,425事業所となっています。

各地域の入団促進などの様子

全国の各地域では、入団促進や消防団活動の理解のための取組が行われています。

野洲市
消防団

泉大津市
消防団

静岡市
消防団

高崎市
消防団
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消
防
団
の
こ
と
、も
っ
と
教
え
て
！

Q1
消防団と消防署の
違いを教えて！ A消防団は、消防署と同様に市町村の消防機関で

す。消防署に勤務する消防職員とは異なり、消
防団員は火災や大規模災害発生時に、自宅や職場か
ら現場へ駆けつけて消火・救助活動を行います。消防
団員は、他に本業を持ちながらも、「自らの地域は自
らで守る」という郷土愛護の精神に基づき、消防・防
災活動を行う、非常勤特別職の地方公務員です。

Q2
消防団の活動は、
どんなことを
するんですか？ 

A災害時は、消火活動や、地震や風水害など大規
模災害時の救助・救出、警戒巡視、避難誘導な

どにあたります。また、平常時は、訓練や防火啓発活
動、応急手当の普及指導などを行います。

Q3
訓練はいつ
行っているの？ A消防団員は、仕事が休みの日や、仕事の終わった

後などに集まって訓練等を行っています。訓練や
活動の回数は消防団によって様々ですが、会社員・学
生の方でも無理のない範囲で行われています。

Q4
女性でも入団は
できますか？ A現在、約２２，０００人の女性消防団員が全国で活

躍しています。女性の持つソフトな面を生かし
て、特に住宅用火災警報器の普及促進、一人暮らしの
高齢者宅の防火訪問、住民に対する防災教育や応急
手当の普及指導などにおいて、女性消防団員が活躍し
ています。また、消火活動の後方支援、各種の訓練に
も参加しています。

Q5
大規模災害など
だけに対応する
消防団員とは？

Aすべての災害対応やその他の活動に参加する
基本的な消防団員（基本団員）と同等の活動が

できない人が、入団時に決めた特定の活動・役割（例：
大規模災害対応団員・予防広報団員など）に参加する
制度です。機能別団員制度と呼んでいます。

Q6
消防団に入団する
にはどうすれば
いいのですか？ 

A消防団の入団資格は市町村ごとの条例で定め
られており、一般的には１８歳以上で、その市町

村に居住しているか、または勤務・通学している人なら
性別を問わず入団できます。詳しくは、市役所・町村
役場か最寄りの消防署までお問い合わせください。

消防団員として
活動してみませんか？
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▲挨拶する武藤総務大臣政務官

▲総務省庁舎前の電光掲示板
でのお知らせ

▲電子政府の総合窓口
（e-Gov）でのお知らせ

▲

▲

▲オンライン利用促進パンフレット

▲講習会風景

オンライン申請の
普及・拡大に向けて
平成26年度「電子政府利用促進週間」開催結果 

　平成26年10月27日（月）から11月2日（日）まで、「電

子政府利用促進週間」が実施されました。

　「電子政府利用促進週間」は、政府全体として電子政

府の利用に関する広報、普及啓発活動を重点的かつ効

果的に推進するため、平成16年度から毎年秋（10月下

旬頃）に実施されているものです。

　平成26年度は、「オンライン手続の利便性向上に向

けた改善方針」（平成26年4月1日各府省CIO連絡会議

決定）が決定されたことを踏まえ、同方針において選定

された「改善促進手続」（注）を中心に、オンライン申請の

利便性向上やその周知広報のための取組が積極的に

行われました。

（注）　改善促進手続とは、オンライン申請が可能な手続のうち、年間申請等件数
が100万件以上のものや、主として企業等が反復継続して利用する手続であっ
て、オンライン利用率の向上に引き続き努力すべき57種類（登記(5)、国税（15）、
社会保険・労働保険（32）、自動車登録(1)、その他(4)）の手続をいう。

行政管理局主催のオンライン申請講習会
　総務省行政管理局では、厚生労働省等と連携して、事業者等を対象
に、e-Govオンライン申請講習会を開催しました。講習会の冒頭、武藤
総務大臣政務官の挨拶に続き、オンライン申請のメリット、事前準備の
方法や、雇用保険関係の手続を例に申請システムの操作方法等の説明
を行いました。
　受講者からは、オンライン申請のメリットは承知しているが、このよう
な講習会でオンライン申請の流れを確認しないとなかなか利用に踏み
切れないので、大変参考になったといった声がきかれました。
　なお、講習会は今後も継続して開催する予定です。

士業団体主催のイベント等の機会をとらえたオンライン申請の利用促進
　オンライン申請を利用する機会の多い士業団体
では、オンライン申請に関する説明会を開催し、各種
イベント等においてもオンラインの利用勧奨を行
いました。
　行政管理局は、大阪府社会保険労務士会主催の
パソコンを用いたオンライン申請体験会において、
利便性の改善に向けた取組状況等について説明を
行いました。また、東京税理士会が情報セキュリティ
をテーマに開催した「情報フォーラム2014」におい
て、冒頭、東京国税局がe-Taxの利用についての説
明を行い、行政管理局からはオンライン利用促進パン
フレットを配布するなど、参加者にオンライン申請
の利用を勧奨しました。

大阪府社会保険労務士会主催の
　オンライン申請体験会風景
　（10月27日）

東京税理士会主催
　「情報フォーラム2014」での
　東京国税局による説明
　（10月30日）

申請窓口等における
利用者への案内等を通じた
オンライン申請の利用勧奨
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オンライン申請は、行政機関の窓口を意識することなく「いつでも」「どこでも」手続を行うことができ、大変便利です。
どうかこの機会に、オンライン申請の御利用をお願いします。

主な国の申請システムと対象手続
システム名・ＵＲＬ 主な手続き

登記・供託オンライン申請システム
http://www.touki-kyoutaku-net.moj.go.jp/index.html 登記申請、登記事項証明書等の交付請求、供託申請等

国税電子申告・納税システム（e-Tax）
http://www.e-tax.nta.go.jp/

国税申告手続、給与所得の源泉徴収票（及び同合計表）、
国税納付手続等

電子政府の総合窓口（e-Gov）
http://www.e-gov.go.jp/shinsei/index.html

厚生年金保険、健康保険、雇用保険等社会保険・労働保険関係
分野の手続

輸出入・港湾関連情報処理システム（NACCS）
http://www.naccs.jp/

輸入（納税）申告、輸出申告、貨物の積卸しについての書類の提
示等

特許庁電子出願システム
http://www.inpit.go.jp/pcinfo/index.html

特許庁に対する産業財産権出願関連手続
（特許・実用新案・意匠・商標の出願手続及び登録料の納付手続等）

自動車保有関係手続のワンストップサービス（OSS）
http://www.oss.mlit.go.jp/portal/

自動車の新車新規登録
（保管場所証明・自動車検査登録・自動車二税申告等）

注）　オンライン申請には、原則として電子証明書が必要です。詳しくは、上記申請システムの案内等で御確認ください。
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1月26日は
「文化財防火デー」

文化財は国民共通の財産であり、文化財を火災や震災等の災害から保護し後世に残すことは、現代の私たち
に課せられた重要な責務です。

［平成26年1月26日］
出雲大社（島根県出雲市）における消防訓練の様子

〔消防庁次長・文化庁長官による視察を実施〕

【写真提供：文化庁】

■ 

▼
▼

■

■

■

■
■

■

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」と
は
？

　

昭
和
24
年
１
月
26
日
に
、法
隆
寺
金
堂（
奈

良
県
生
駒
郡
）か
ら
出
火
し
た
火
災
に
よ
っ
て
、

１
３
０
０
年
の
歴
史
を
持
ち
、世
界
的
な
至
宝
と

言
わ
れ
た
金
堂
の
壁
十
二
面
に
描
か
れ
た
仏
画

の
大
半
が
焼
損
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
そ
の
後
も
文
化
財
の
焼
失
等
が
相
次

ぎ
、こ
の
よ
う
な
被
害
か
ら
文
化
財
を
守
る
と

と
も
に
、国
民
一般
の
文
化
財
愛
護
に
関
す
る
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、昭
和
30
年
か
ら
、消
防

庁
と
文
化
庁
の
共
唱
に
よ
り
、法
隆
寺
金
堂
が

焼
損
し
た
日
で
あ
る
１
月
26
日
を「
文
化
財
防

火
デ
ー
」と
定
め
、こ
の
日
を
中
心
に
、文
化
財

建
造
物
等
に
お
け
る
防
火
運
動
を
全
国
で
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
の
文
化
財
建
造
物
は
そ
の
多
く
が
木

造
で
あ
り
、美
術
工
芸
品
に
つ
い
て
も
木
や
紙
又

は
布
等
の
燃
え
や
す
い
材
質
に
よ
り
造
ら
れ
て

い
る
も
の
が
多
く
、火
災
に
よ
る
焼
損
の
危
険
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
文
化
財
を
災
害
か
ら
守
る
に

は
、文
化
財
関
係
者
や
関
係
機
関
だ
け
で
は
な

く
、文
化
財
周
辺
の
地
域
住
民
と
の
連
携・協
力

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」で
は
、文
化
財
関
係
者
、

消
防
関
係
者
及
び
地
域
住
民
が
協
力
し
て
、全

国
各
地
で
消
防
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。こ
の

機
会
に
、文
化
財
愛
護
の
意
識
や
、防
火
・
防
災

意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

［過去の火災一覧］ 近年の重要文化財建造物やこれに準ずる歴史的に価値の高い建造物における火災

平成19年５月及び平成20年1月
　　神奈川県藤沢市　旧モーガン邸本棟等

平成20年５月
　　大阪府吹田市　吉志部神社本殿（重要文化財）

平成21年３月
　　奈良県天理市　石上神宮摂社出雲建雄神社拝殿（国宝）
　　神奈川県横浜市　旧住友家俣野別邸（重要文化財）
　　神奈川県大磯町　旧吉田邸

平成24年12月　岡山県岡山市　金山寺本堂（重要文化財）
平成25年10月　神奈川県横浜市　旧川合玉堂別邸

　　　 同年11月　岐阜県中津川市　大丸屋大脇家住宅主屋
平成26年  １月　滋賀県栗東市　稲田姫神社

　　　   同年１月　福井県永平寺町　大本山永平寺（重要文化財）
　　　   同年５月　滋賀県米原市　善楽寺

【写真提供：東京消防庁】

［平成26年1月23日］
増上寺（東京都港区）における消防訓練の様子

〔消防庁長官・文化庁次長による視察を実施〕

第61回文化財防火デー
主な消防訓練場所（予定）

場所 丸岡城（福井県坂井市）
日時 平成27年１月26日（月）13時30分～
その他の地域における訓練等の予定につきましては、
最寄りの消防署へお問い合わせください。
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文化財防火デーにともなう主な消防訓練等実施文化財（過去5年間）

開 催 年  文 化 財  
平成 22 年　第 56 回 旧善通寺偕行社（香川県善通寺市） 
平成 23 年　第 57 回 功山寺仏殿（山口県下関市） 
平成 24 年　第 58 回 二条城（京都府京都市） 
平成 25 年　第 59 回 善導寺（福岡県久留米市） 
平成 26 年　第 60 回 出雲大社（島根県出雲市） 

文化庁ホームページ （第６０回文化財防火デーにおける、各地の主な消防訓練の様子など）

http://www.bunka.go.jp/bunkazai/aigo/bousai.html
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● ● 

消防自動車や救急自動車の
緊急通行に対する
ご理解とご協力を
お願いします

自
動
車
や
バ
イ
ク
の

運
転
中
に

緊
急
自
動
車
が

近
づ
い
て
来
た
ら
？

　
自
動
車
や
バ
イ
ク
の
運
転
中
に
、サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
赤
色
灯
を
点
灯
さ

せ
た
消
防
自
動
車
や
救
急
自
動
車
が

近
づ
い
て
き
た
ら
、進
路
を
ス
ム
ー
ズ

に
譲
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

　

消
防
自
動
車
や
救
急
自
動
車
な
ど

の
緊
急
自
動
車
は
、消
火
活
動
や
傷
病

者
の
搬
送
な
ど
、緊
急
性
の
高
い
用
務

を
行
う
こ
と
か
ら
、一
刻
も
早
く
災
害

現
場
や
医
療
機
関
に
到
着
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、道
路
交
通

法
に
お
い
て
は
、道
路
の
右
側
部
分
に

車
体
の
全
部
又
は
一
部
を
は
み
出
し

て
通
行
す
る
こ
と
や
赤
信
号
の
交
差

点
に
進
入
で
き
る
こ
と
な
ど
の
特
例

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、緊
急
自
動

車
が
よ
り
安
全
に
通
行
す
る
た
め
に

は
、一
般
車
両
の
協
力
が
必
要
不
可
欠

で
す
。

　

自
動
車
な
ど
の
運
転
中
に
緊
急
自

動
車
が
接
近
し
て
き
た
場
合
は
、進
路

を
譲
っ
て
い
た
だ
き
、ス
ム
ー
ズ
な
緊

急
通
行
が
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

道
路
交
通
法
で
は
、

緊
急
自
動
車
が
接
近
し
て
き
た
場
合
の
対
応
が

次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

交
差
点
又
は
そ
の
付
近
の
場
合

交
差
点
を
避
け
、か
つ
、道
路
の
左
側（
一
方
通
行
と
な
っ
て
い
る
道

路
に
お
い
て
、そ
の
左
側
に
よ
る
こ
と
が
緊
急
自
動
車
の
通
行
の
妨

げ
と
な
る
場
合
は
、道
路
の
右
側
。）に
寄
っ
て
一
時
停
止
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

交
差
点
又
は
そ
の
付
近
以
外
の
場
合

道
路
の
左
側
に
寄
っ
て
、緊
急
自
動
車
に
進
路
を
譲
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

緊急自動車が近づく
（サイレンを鳴らし赤色灯を点灯）

左側に寄る

交差点を
避ける

緊急自動車に進路を
譲ってください。
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消火栓や防火水槽付近への
駐車は禁止されています

　

皆
さ
ん
、消
防
隊
が
消
火
に
使
用
す

る
水
は
、ど
う
や
っ
て
補
給
し
て
い
る
か

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
池
や
川
の
水
を
吸
い
上
げ
補
給
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、多
く
は
道
路
脇

や
歩
道
上
に
設
け
ら
れ
た
消
火
栓
や
防

火
水
槽
を
使
用
し
補
給
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、消
火
栓
や
防
火
水
槽
付
近

の
駐
車
車
両
に
よ
り（
下
の
写
真
）、水

が
補
給
で
き
ず
消
火
活
動
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
消
火
栓
や
防
火
水
槽
付
近
に
駐
車
す

る
こ
と
は
法
律
に
お
い
て
も
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、絶
対
に
駐
車
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

消火活動の妨げにならないように

消火栓の上に車が止まっているため、消防自
動車が消火栓を使用することができません。

消火栓は、消防自動車が吸水しやすいように、
道路脇や歩道上に設置されています。消火栓
など、消防水利周辺への駐車はやめましょう。

駐車が禁止されている
主な場所

消火栓、防火水槽などから
５メートル以内の部分

消火活動や救急活動へのご理解とご協力をお願いします。
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統計に関する国際協力
　統計局は、統計に関する国際会議の開催や国際会議への出席、諸外国への技術協力などを通じて、統計
に関する国際的な取組を積極的に推進しています。

▲カンボジア2014年中間年経済調査　速報結果 公表式典

▲外国での統計局職員によるプレゼンテーションの様子

国際会議の開催
　東アジア14か国をメンバーとした「東アジア統計局長会議」を2～3年ごとに主催しています。また、国際シンポジウムや
専門家会合の開催等を通じて統計に関する国際的な情報交換を積極的に推進しています。近年はほぼ毎年、日本において
統計に関する国際会議を開催しています。2014年には、11月5日～7日に第27回人口センサス会議を日本（東京）で開催
しました。

▲ 第27回人口センサス会議[2014]
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［参加国］
18か国・地域、４国際機関等から約60名
参加

［テーマ］
「2010年ラウンドセンサスの評価と次
回ラウンドセンサスの計画」（2005年～
2014年の間に各国において実施され
た人口センサス（国勢調査）の評価と、次
回2015年～2024年の間に予定してい
る人口センサス（国勢調査）の実施計画
について意見交換）

国際基準やガイドライン等の策定のための
国際的取組に参加

　毎年開催される国連統計委員会に、委員国の代
表団の一員として出席しています。また、国際労働
機関（ILO）が主催する国際労働統計家会議や国連
が主催する各種専門家会合等にも出席し、我が国
の取組等について発表しています。

開発途上国等への技術協力及び相互交流
　諸外国との間で、専門家派遣や研修生の受入れ、視察団等の相互交流（中国、韓国と実施。2015年1月からベトナムと
開始予定。）などの統計に関する国際協力を実施し、各国の統計技術の向上に貢献しています。

タンザニア

ミャンマー

タイ

アルジェリア

モンゴル

ロシア

韓国

1985年及び1990年韓
国人口センサスに技術
支援・協力など、30年以
上に渡る相互交流

インドネシア

1972年から2007年ま
で、技術協力のため専
門家の派遣、研修員の
受入れ

フィリピン

1991年から1994年に、
統計情報データベース
の開発及び技術指導に
専門家を派遣

カンボジア

2005年から現在にい
たるまで専門家の派遣、
研修員の受入れなど

ベトナム

1992年から2002年の
間、人口・住宅センサス
及び経済センサスの技
術指導のための専門家
の派遣。2015年1月か
ら相互交流を開始

中国

1982年人口センサス
の技術支援・協力など、
30年以上に渡る相互
交流

スリランカ

1988年から1992年に
かけて、同国の人口情
報プロジェクトに専門
家を派遣

メキシコ

1985年から1988年に
かけて人口統計の専門
家を派遣し技術指導

アルゼンチン

2000年に実施された
人口センサスの準備に
専門家を派遣、研修員も
受入れるなど技術指導

現在進行中のプロジェクト

カンボジア政府統計能力向上計画
　2005年から、「カンボジア政府統計能力向上
計画」というプロジェクトを実施しています。統計
局では、カンボジア計画省統計局（NIS）、地方統
計職員及び各省庁統計職員を対象とした、統計能
力の向上のための支援や、2008年人口センサス

（国勢調査）、2009年全国事業所リスティング、
2011年経済センサス（事業所の国勢調査）等に
対する技術協力を行っています。
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○

○

○○○

○
○○

○ 「国際電気通信連合（ITU）
全権委員会議2014」が

開催されました

Ｉ
Ｔ
Ｕ
と
は

国
際
電
気
通
信
連
合（
Ｉ
Ｔ
Ｕ
）は
、電
気

通
信
に
関
す
る
国
連
の
専
門
機
関
で
、国

際
的
な
周
波
数
の
分
配
、電
気
通
信
の
標

準
化
及
び
開
発
途
上
国
に
対
す
る
支
援

を
主
な
業
務
と
し
て
い
ま
す
。現
在
、日

本
を
含
む
１
９
３
の
国
が
加
盟
し
て
お

り
、我
が
国
は
１
９
５
９
年
か
ら
理
事
国

と
し
て
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
運
営
に
一
貫
し
て
参
画

す
る
と
と
も
に
、米
国
と
並
び
最
大
の
分

担
金
拠
出
国
で
す
。

会
議
の
概
要

全
権
委
員
会
議
は
、Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
最
高
意
思

決
定
機
関
と
し
て
、４
年
に
１
度
開
催
さ
れ

て
お
り
、今
回
は
10
月
20
日
か
ら
11
月
７
日

ま
で
韓
国（
釜
山
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
は
、１
７
１
か
国
か
ら
約
２
，５
０
０

人
が
参
加
し
、我
が
国
か
ら
は
、西
銘
副
大

臣
を
は
じ
め
と
す
る
約
50
名
の
代
表
が

参
加
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、Ｉ
Ｔ
Ｕ
事
務
総
局
長
な
ど

の
幹
部
職
員
、無
線
通
信
規
則
委
員
会

（
Ｒ
Ｒ
Ｂ
）委
員
及
び
理
事
国
の
選
挙
、

２
０
１
６
年
か
ら
４
年
間
の
活
動
方
針

（
戦
略
計
画
）、予
算
の
大
枠（
財
政
計

画
）等
に
関
す
る
審
議
、ま
た
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
関
連
の
政
策
課
題
に
つ
い
て
の
議

論
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
銘
副
大
臣
に
よ
る

政
策
演
説

開
会
初
日
、ホ
ス
ト
国
で
あ
る
韓
国
の
次

に
西
銘
副
大
臣
が
政
策
演
説
を
行
い
ま
し

た
。西
銘
副
大
臣
は
、変
化
の
激
し
い
Ｉ
Ｃ

Ｔ
分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
役
割
の
重
要

性
を
指
摘
し
た
上
で
、更
な
る
活
動
充
実
と

発
展
に
貢
献
す
る
た
め
、最
大
拠
出
額
で
あ

る
分
担
金
30
単
位
の
拠
出
継
続
を
表
明
し
、

ト
ゥ
ー
レ
事
務
総
局
長
か
ら
謝
意
が
表
明
さ

れ
ま
し
た
。

▲オープニングにおいてスピーチする西銘総務副大臣

▲トゥーレ事務総局長とバイ会談を行う西銘総務副大臣（左）

▲日本政府主催レセプションの様子

ト
ゥ
ー
レ
事
務
総
局
長
、

各
国
政
府
代
表
者
と
の

バ
イ
会
談

西
銘
副
大
臣
は
ト
ゥ
ー
レ
事
務
総
局
長
と

の
バ
イ
会
談
を
実
施
し
、日
本
と
Ｉ
Ｔ
Ｕ

の
協
力
関
係
の
強
化
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、阪
本
総
務
審
議
官
は
、米
国
、英

国
、Ｅ
Ｕ
と
相
次
い
で
会
談
し
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
関
連
の
議
論
に
連
携
し
て
対
応

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
臣
、バ
ル
バ
ド
ス
大

臣
、パ
キ
ス
タ
ン
大
臣
、キ
ル
ギ
ス
副
大

臣
、タ
イ
大
使
他
と
バ
イ
会
談
を
実
施
し

ま
し
た
。

▲会議場全景

▲全体会合に参加する西銘総務副大臣（左）
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選
挙
で
日
本
の
伊
藤
候
補

が
ト
ッ
プ
で
再
選

Ｒ
Ｒ
Ｂ
委
員
選
挙
で
は
、我
が
国
か
ら

立
候
補
し
て
い
た
伊
藤
泰
彦
氏（
Ｋ
Ｄ
Ｄ

Ｉ
顧
問
）が
、ア
ジ
ア・太
平
洋
地
域（
定
数

３
に
６
名
が
立
候
補
）に
お
い
て
１
３
６

票
を
獲
得
し
ト
ッ
プ
で
再
選
を
果
た
し
ま

し
た
。ま
た
、同
時
に
行
わ
れ
た
理
事
国

選
挙（
定
数
13
に
18
か
国
が
立
候
補
）で
、

我
が
国
は
11
回
連
続
で
理
事
国
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連

政
策
課
題

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
源
管
理
の
在
り
方
や

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
課
題
に

つ
い
て
は
、Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
果
た
す
べ
き
責
務
の

中
で
、引
き
続
き
、技
術
開
発・人
材
育
成
な

ど
の
分
野
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
こ
と
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、Ｉ
Ｔ

Ｕ
理
事
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
作
業
部
会

で
は
、全
て
の
関
係
者
の
意
見
を
聴
く
仕
組

み
を
導
入
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

エ
ボ
ラ
対
策
へ
の

支
援
表
明

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
用
に
よ
る
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の

撲
滅
の
た
め
の
新
た
な
決
議
が
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、我
が
国
は
こ
れ

に
賛
同
す
る
と
も
に
、18
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン

（
約
２
，０
０
０
万
円
）の
支
援
を
表
明
し

ま
し
た
。今
後
、本
決
議
に
基
づ
き
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
ツ
ー

ル（
対
策
に
必
要
な
情
報
の
効
率
的
な
提

供
）の
開
発
を
、Ｉ
Ｔ
Ｕ
と
我
が
国
は
協

力
し
て
推
進
す
る
予
定
で
す
。

日
本
政
府
主
催

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
大
盛
況

日
本
政
府
主
催
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、日

本
の
伝
統
文
化
等
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、理
事
国
及
び
Ｒ
Ｒ
Ｂ
委
員
選
挙
へ
の

支
持
を
要
請
し
ま
し
た
。レ
セ
プ
シ
ョ
ン

に
は
、ホ
ス
ト
国
で
あ
る
韓
国
政
府
、Ｉ
Ｔ

Ｕ
幹
部
を
招
待
し
、ト
ゥ
ー
レ
事
務
総
局

長
、ザ
オ
事
務
総
局
次
長（
新
事
務
総
局

長
）に
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
１
，０
０
０
名
に
上
り
、日
本

酒
、に
ぎ
り
寿
司
、そ
ば
な
ど
の
日
本
食

を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。



4

4

か
み
お

だ

35

江北町役場
アルパカ

天子社
御岳山

辨天山
大平山

肥前山口

Ｊ
Ｒ
長
崎
本
線

江北バイパス

34

207

　ＪＲ
佐世

保線

佐賀県

江北町

江北町の玄関
「肥前山口駅」は
JR最長片道切符の旅
ゴール駅

再生した古民家での
「まちづくり座談会」の様子

 「お茶のみサロン」の様子

佐賀県

江北町
こ う 　  　 ほ く ま ち
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知恵を集め、地域の資源を活用し、
町は新たな魅力を創り出しています。

空き店舗を再生して営業を始めた
手作りパン屋「アルパカ」

人口…9,703人 （平成26年11月30日現在）
面積…24.48km2

H P…http://www.town.kouhoku.saga.jp/

江 北 町の 歴 史
　江北町は、佐賀県の中央部に位置し、古くから交通の要衝として栄えた町です。かつては
小倉から長崎を結ぶ長崎街道の宿場町であった小田宿がありました。現在も、JR長崎本線・
佐世保線の分岐点で特急列車が停車する肥前山口駅を有し、国道34号・207号の分岐点に
あるなど、交通利便性のとても高い町として知られています。地勢は、東西に走る長崎街道
を境に、北部はゆるやかな山間山麓地帯で、南部は白石平野の一角を占める平坦地となって
います。

わが町
自慢
　

人
材
は
江
北
町
の

財
産
で
あ
り
、多
種

多
彩
な「
人
財
」が
同
町
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
っ
て
い
ま
す
。そ
の
一
つ
が「
ま
ち
づ

く
り
座
談
会
」。上
小
田
地
区
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
取
組
を
企
画・実
践
し
て
い

く
た
め
、月
に
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
会
場
と
な
っ
て
い
る
の
は
、同
地
区
の

古
民
家
を
自
宅
兼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て

再
生
し
た
本
山
広
真
さ
ん
の
お
宅
。家
具

職
人
で
あ
る
本
山
さ
ん
を
は
じ
め
、町
職

員
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、住
職
兼
保
育

園
園
長
、精
肉
店
店
主
、陶
芸
家
、デ
ザ

イ
ナ
ー
、マ
ス
コ
ミ
関
係
者
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表

な
ど
様
々
な
人
財
が
集
ま
り
、毎
回
、活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

空
き
家
・
空
き
店
舗
を
再
生
し
、

ま
ち
の
交
流
の
場
に

地
域
の
輝
き
を

再
び
取
り
戻
す
取
組

　
佐
賀
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
る
江
北
町
は
、

同
県
の「
へ
そ
の
ま
ち
」と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。交
通
の
便
が
よ
い
そ
の
立
地
を
生
か
し
て

企
業
誘
致
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、近

年
で
は
町
の
人
口
が
増
加
し
始
め
る
な
ど
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

同
町
の
ま
ち
づ
く
り
で
、中
心
的
な
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
る
の
が
上
小
田
地
区
の
地
域

お
こ
し
で
す
。

　

昭
和
の
初
め
、こ
の
地
区
に
は
炭
鉱
が
拓

か
れ
多
く
の
人
々
が
暮
ら
し
、往
来
に
は
人
の

流
れ
が
絶
え
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、昭
和
44
年
、時
代
の
変
化
に
抗
え

ず
炭
鉱
が
閉
山
。急
速
に
人
口
が
減
り
、活
気

に
満
ち
て
い
た
当
地
区
の
様
子
も
大
き
く
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、同
町
に
６

つ
あ
る
地
区
の
う
ち
、も
っ
と
も
過
疎
化
が
顕

著
な
地
区
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

空
き
家
・
空
き
店
舗
を

地
域
お
こ
し
の
拠
点
に

　
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、同
町
で
は

上
小
田
地
区
の
住
民
を
は
じ
め
様
々
な
人
の

知
恵
を
集
め
て
、地
域
お
こ
し
の
た
め
の
ア
イ

デ
ア
を
検
討
し
ま
し
た
。そ
こ
で
着
目
し
た

の
が
、同
地
区
で
目
立
ち
始
め
て
い
た
空
き

家
や
空
き
店
舗
。一
見
す
る
と
マ
イ
ナ
ス
要

素
に
思
わ
れ
が
ち
な
こ
れ
ら
を
、上
手
に
工
夫

し
て
再
利
用
す
る
こ
と
で
地
域
お
こ
し
の
新

し
い
拠
点
に
し
て
い
こ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

　

総
務
省
の
過
疎
集
落
等
自
立
活
性
化
推

進
交
付
金
も
活
用
し
て
、平
成
25
年
度
か

ら
取
組
を
ス
タ
ー
ト
。空
き
家
を
活
用
し
た

子
育
て
支
援
の
た
め
の「
上
小
田
児
童
ク
ラ

ブ
」、空
き
店
舗（
旧
雑
貨
屋
）を
改
装
し
た

お
年
寄
り
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス「
お
茶
の
み
サ

ロ
ン
」な
ど
を
開
設
し
ま
し
た
。ま
た
、空
き

家
再
生
の
手
法
を
地
域
の
人
々
に
広
く
知
っ

て
も
ら
う
と
と
も
に
、移
住・定
住
希
望
者
へ

の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
た「
空
き
家
再
生
塾
」を
開
催

す
る
な
ど
、新
し
い
活
気
が
同
地
区
に
少
し

ず
つ
生
ま
れ
始
め
て
い
ま
す
。

まちづくり座談会の
メンバーが作成した

「空家再生プロジェクト」
のロゴ
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再 生プロジェクトが 町 に 活 気を呼 び 戻し、
人と人との つ な がりを深 めています。

開店日を心待ちにする
「旬菜カフェ・ノンブリル」と大学生スタッフ

地域おこし協力隊の
髙塚都喜子さん（左）と村元奈津さん

空き店舗をリフォームした
店内の様子

町の人たちで賑わう
「サノ・ボヌール」

「22世紀に残す佐賀県遺産」に認定された関川家住宅
食材の地産地消を目指しタマネギの定植実習をする
西九州大学短期大学部の皆さん

地
区
の
人
々
の

寄
り
あ
い
処ど

こ
ろ

「
お
へ
そ
の
お
へ
そ
」

　
そ
ん
な
新
し
い
活
気
が
生
ま
れ
始
め
て
い

る
上
小
田
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
が
、「
お
へ
そ
の

お
へ
そ
」と
名
付
け
ら
れ
た
交
流
ス
ペ
ー
ス
。

空
き
店
舗（
旧
金
物
屋
）を
改
修
し
て
出
来
上

が
っ
た
こ
の
空
間
は
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
誰
も
が
ふ
ら
り
と
立
ち
寄
っ
て
気
ま

ま
な
時
間
を
過
ご
せ
る
、地
域
の「
寄
り
あ
い

処
」で
す
。

　
ま
た
、こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
月
に
１
度
、ケ
ー
キ

カ
フ
ェ
に
早
変
わ
り
し
ま
す
。そ
れ
が
佐
賀

農
業
高
校
食
品
科
学
科
の
生
徒
た
ち
が
運

営
す
る「
サ
ノ・ボ
ヌ
ー
ル
」で
す
。ケ
ー
キ
な

ど
の
製
造
か
ら
販
売
、接
客
ま
で
す
べ
て
同
校

の
学
生
の
手
で
行
っ
て
お
り
、平
成
25
年
７
月

の
オ
ー
プ
ン
以
来
、大
盛
況
。地
区
の
人
た
ち

の
毎
月
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

西
九
州
大
学
短
期
大
学
部
食
物
栄
養
学
科
の

学
生
た
ち
が
運
営
す
る
カ
フ
ェ「
旬
菜café

～

nom
bril（

カ
フ
ェ・

ノ
ン
ブ
リ
ル
）～
」も

不
定
期
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

稲富ななこさん（左）とお姉さんの二人
で営む手作りパン屋「アルパカ」

町
外
か
ら
移
住
し
て

手
作
り
パ
ン
屋
を

オ
ー
プ
ン

　

同
地
区
の「
お
へ
そ
の
お
へ
そ
」か
ら
表
通

り
に
出
る
と
、香
ば
し
い
パ
ン
を
焼
く
匂
い
が

漂
っ
て
き
ま
す
。そ
の
匂
い
の
元
は
、す
ぐ
隣

に
あ
る
手
作
り
パ
ン
屋「
ア
ル
パ
カ
」。こ
ち
ら

は
空
き
店
舗（
旧
薬
局
）を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て

平
成
25
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
お
店
で
す
。

　
「
地
区
の
雰
囲
気
が
よ
く
、住
む
人
も
優
し

そ
う
な
印
象
だ
っ
た
の
で
こ
の
場
所
に
決
め

ま
し
た
」と
話
す
店
主
の
稲
富
な
な
こ
さ
ん

は
隣
町
の
出
身
。東
京
な
ど
で
パ
ン
職
人
と

し
て
修
業
を
積
み
、地
元
で
の
起
業
を
考
え

て
場
所
を
探
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
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そ
の
時
、同
町
の
空
き
店
舗
再
生
の
取
組

を
知
り
、更
に
総
務
省
の
地
域
経
済
循
環
創

造
事
業
交
付
金
も
利
用
し
て
、念
願
の
お
店

を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
無
添
加
で
地
元
の
素
材
に
も
こ
だ
わ
っ
た

美
味
し
い
手
作
り
パ
ン
は
、い
ま
や
同
地
区
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
。週
末
に
は
町
外

か
ら
買
い
に
く
る
人
も
多
く
、地
域
の
活
性

化
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
知
恵
を

集
め
て
持
続
的
な

地
域
お
こ
し
を

　

同
町
で
は
、こ
の
よ
う
な
活
動
を
地
域
に

根
ざ
し
た
持
続
的
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め

に
、人
と
人
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や

人
材
育
成
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
そ
の
ひ
と
つ
が「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」で

す
。こ
れ
は
都
市
部
の
人
材
を
地
域
社
会
の

新
た
な
担
い
手
と
し
て
受
け
入
れ
、地
域
力

の
ア
ッ
プ
を
図
る
取
組
。現
在
、２
名
の
隊
員

が
上
小
田
地
区
に
住
ま
い
を
移
し
て
活
動
を

進
め
て
い
ま
す
。先
に
紹
介
し
た「
お
へ
そ
の

お
へ
そ
」は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
拠

点
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
こ
の
場
所
が
で
き
て
か
ら
町
が
明
る
く

な
っ
た
と
、昨
日
も
近
所
の
人
か
ら
声
を
か
け

ら
れ
ま
し
た
」と
話
す
の
は
隊
員
の
村
元
奈

津
さ
ん
。ま
た
、も
う
一
人
の
隊
員
、髙
塚
都

喜
子
さ
ん
は「
お
年
寄
り
や
子
ど
も
が
一
緒

に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、世
代
と
世
代

を
結
び
つ
け
る
よ
う
な
活
動
に
も
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
で
す
ね
」と
こ
れ
か
ら
の
目
標
を

語
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
同
町
で
は
、町
内
外
の
様
々
な
人
が

知
恵
を
出
し
あ
う「
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
」を

毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。こ
の
座
談
会
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
、休
止
さ
れ
て
い
た「
長
崎
街

道・小
田
宿
ま
つ
り
」が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
催
さ

れ
る
な
ど
、地
域
お
こ
し
に
向
け
た
新
し
い
息

吹
は
町
全
体
へ
と
広
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

流鏑馬で射手を務めた永松良太さん

　上小田地区にある天
てん

子
し

社
しゃ

は、天文年間
（729年）に社殿が造営されたといわれる
由緒ある神社です。また、この地区は、奈
良時代の高僧、行

ぎょうき

基の手による馬
ば

頭
とう

観
かん

世
ぜ

音
おん

が祭られるなど、古くから「馬」にゆかり
のある土地としても知られます。
　この天子社で明治3年まで続いていた流
鏑馬の奉納が、平成26年10月19日の例大
祭で144年ぶりに復活しました。当日は、町
内外からのたくさんの人が集まり、射手が馬
上から放つ矢が勢いよく的に当たる様子に、
歓声と拍手を送っていました。射

い

手
て

を務めた
永松良太さんは、同地区で馬とともに暮ら
しており、「子どもの世代まで長く続く行事
になればいいですね」と期待を込めて語っ
ていました。
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